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1. 本 誌 は､物 性 の研 究 を共 同 ても促 進 す るた め ､研 究 者 が その研 究 ･意

見 を自由 に発 表 し言寸諭 しあ い､ また､ 研 究 に関連 した情 報 を速 や か

に交換 しあ うこ と を目的 と して､ 毎 月 1回編 集 ･刊 行 され ます｡ 掲

載 内 容 は ､研 究 論 文 ､研 究 会 ･国際 会 議 を どの報 告 ､言青煮 ノー ト､

石牙究 に開通 した諸 問題 につ い て の 意 見 ､ プ レプ リ ン ト案 内 ､ ニ ュ ー

ス な どてゝす ｡

2. 本 誌 に掲 載 され る論 文 につ い て は ､ 原則 と して審 査 を行 を い ませ

ん ｡ 但 し､編 集 者 が本 誌 に掲 載 す る こ と を著 し く不適 当 と言忍め た も

の につ い て は ､ 改 言丁を求 め､ また は掲 載 を拒 絶 す る こ とが あ ります ｡

3. 本誌 の掲 載 論 文 を他 の 学術 雑 誌 に引 用 す る と きは ､著 者 の承 諾 を

得 た上 で Private comrnunication 扱 い に して下 さい.

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰 原稿 用紙 を使 用 し､雑≡誌 のペー ジ数 を節 糸勺す るため

に極 力簡青紫に お書 き下 さい 0

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー) 提 出 して下 さい｡

3. 数 式 ､ 記 号 の 書 き方 は Progress,Journalの投 稿 規 定 に準 じ､

立体 "[ "､ イ タ リ ック "_ "､ ゴシ ック "W ''､ ギ リ シ ャ文字 `̀ギ"､

花 文 字 ､大 文 字 ､ ′ト文 字 等 を赤 てゝ手旨定 して下 さい｡ 又特 に区別 しに

くい Oとaと0(ゼ ロ)､ uとnとr､Cとe､ I(- ル)と1(イチ)､Xと×(カ ケ

)i,)､ U とV､ †(ダガ ー)と十 (プ ラス)､¢と卓と町と¢ 等 も赤 で指 定 し

て下 さい｡

4. 数 式 は 3行 に わ た って大 き く書 い て下 さい｡

5. 1行 以 内 に お さ ま らを い可 能性 の あ る長 い数 式 等 は必 ず-改 行 の際

の切 れ 目 を赤 てゝ手旨定 して下 さい｡

6. 図 は その ま ま印刷 で きる もの (原則 と して トレー ス され た もの)

とその コ ピー を本 文 と別 に論 文末 尾 に揃 え､図 を入 れ るべ き位 置 を

本 文 の欄 外 に赤 で才旨定 して下 さ い ｡ 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 しませ ノし｡

図 の説 明 を含 め 1頁 (13×19cd)以 内 に入 らな い もの ､ その ま ま印

刷 で きを い図 は原 則 と して著 者 に返 送 し､ 書 き改 め て いた だ きます ｡

国 中 の 文 字 は i吉事 にい た しませ ん｡ 図 の 説 明 は別紙 に書 き､ 原稿 に

添 えて下 さい ｡

7. 投 稿 後 の原 稿 の言丁正 は で きるだ け避 け る よ うに して下 さい ｡

8. 別刷 御 希望 の 方 は投 稿 の際 に50部 以 上 10部 単 位 で お申込 み下 さい｡

別刷 代 は別刷 代金 表 (当会 に ご請 求 下 さい) に従 い､ 別刷 を.受取 っ

て か ら 1ケ 月以 内 に納 め て下 さい｡ (郵 便 切 手 に よ る.受イ寸は い た し

ませ ん ｡)

9. 原稿 締 切 日は毎 月 5日で ､原則 と して次 月発 行誌 に掲 載 され ます ｡
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物性研究 54- 6(1990-9)

掲 示 板

詳 しい応募書類は各研究室に送ってありますので､それを参照 して下さUo

1991年度前期

研究計画 ･アトム型研究員募集

京都大学基礎物理学研究所

所 長 長岡 洋介

標記のことについて､公募を下記の通り行います｡長期･短期･モレキュール型研究

計画等のほかに､従来の枠にとらわれない新 しい研究計画の応募も歓迎いたします｡

記

1.募集内容

長斯研究計画 :

短斯研究計画 :

モレキュール型研究計画 :

アトム型研究員 :

1991年4月-1992年3月に実施の提案

1991年4月～1991年9月に実施の提案

1991年4月～1992年3月に実施の提案

1991年4月-1992年3月に実施の計画

それぞれの内容は別紙参照.なお､長期およびモレキュール型研究計画は､実

施期間1年の募集をおこなっていますので御注意下さい｡

2.締 切 1990年 12月8日 (土)(必着)

3.宛 先 京都市左京区北白川追分町 (〒606)

京都大学基礎物理学研究所

共同利用事務室

電話 075(753)7008

4.応募の際は添付の申請書にご記入の上､封筒の表に研究計画またはア トム型研

究員応募と明記してお送り下さい｡

5.基礎物理学研究所研究部員会議及び運営委員会 (1991年1月の予定)で審議

決定します｡

-828-



掲示板

1991年度前期

ビジター ･地域スク⊥ル ･ゼミ派遣募集

京都大学基礎物理学研究所

所 長 長岡 洋介

去る6月8日に､京都大学基礎物理学研究所と広島大棚 学研究所の合併が

成立し､10部門からなる新 しい研究所が発足しました｡基礎物理学研究所では､

これを機会に今までにない新しい企画の検討を重ね､1990年7月に開催された

研究部員会議でビジター制度､地域スクール制度ならびにゼミ派遣制度を設けるこ

とを決定しました｡希望者は下記要領に従って､お申し込み下さい｡

記

1.募集内容

ビジター制度

当研究所に滞在して研究することを目的とします｡滞在期間は1週間を限度

とします｡

地域スクール制度

各地域で近傍の複数の研究機関からの参加を得て開催される研究会､スクー

ルの講師派遣のための旅費援助や参加者の旅費補助を致します｡

ゼミ派遣制度

セミナーに､基研の所員を講師として派遣するための旅費援助を行ないます｡

それぞれの内容については裏面をご参照下さい｡

2.締 切 毎奇数月の10日 (必着)締切です｡

3.実施期間 締切翌月1日以琴

4.宛 先 京都市左京区北白川追分町 (〒606)

京都大学基礎物理学研究所

共同利用事務室

電話 075(753)7008

5.応募の際は､封筒の表にビジター制度､地域スクール制度またはゼミ派遣制

度応募と明記してお送り下さい｡

6.研究部員会議議長団及び所員で審議決定します｡

ー829-



掲示板

第 5 回
YuknwaInternationalSeminar(YKIS'92)

企 画 募 集

基礎物理学研究所では例年､夏の学校とワ-ク･ショップの性格を持ち､国外から

の参加者を含めた小規模国際会議 (YKIS)を開催しております｡企画をお持ち

の方は､下記の項目について必要事項を書いて御提案下さい｡

記

1.提案締切 1990年 12月8日 (土)必着

2.宛先 京都市左京区北白川追分町 (〒606)

京都大学基礎物理学研究所

共同利用事務室

電話 075(753)7008

3.御意見､御提案はなるべく下記の点についてお書き下さい｡

a)テーマとその内容 (なるべく具体的に)｡

b)実施時期および日数｡

C)参加者の対象と規模｡

d)招待したい研究者ないし講師 (国内 海 外を問わない).

e)同時期に他の研究機謁で開催が計画されている関連分野の企画 (小規模

国際研究集会､国際会議を含む)との関係｡

f)本YKISを実施する場合の組織 く組織委員会､実行委員会等)の構

成 (人名についての提案を含む)0

g)その他の御意見｡

4.B5判の用紙に黒字でお書きの上､封筒の表に ｢YKIS企画提案｣と明記

してお送り下さい｡
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掲示板

基 研 研 究 部 員 会 議 議 題 募 集

来る1991年 1月に基研の研究部員会議が行われる予定ですので､議題がございま

したら議題趣旨とともに1990年 12月8日 (土)必着で下記にお申し込み下さい｡

〒 606頚突季墓轟鵜頻耕
研究部員会議議長団

- 831-



掲示夜

理論物理学関係各研究所長 様

各大学物理学教室主任 様

1990年 10月9日

財団法人 湯川記念財団

理事長 湯 浅 佑 -

渇)[ほ己念財団奨学研究員募集について

このたび下記要項により1991年度本財団奨学研究員を募集することになり

ましたので､貴部内関係者に周知方よろしくお願いします｡

なお､当研究員は原則として基研研究員として採界されます｡

記

研 究 員 募 集 要 項

1.応 募 資 格

大学院博士課程修了者及び 1991年修了予定の理論物理学研究者

(この研究費は大学院博士課程修了者にその研究の完成を援助する目的をも

って重点的に交付されるいわゆるPostDoctorialFellowshipとして支給さ

れるものである)

2.支 給 月 額

月 額 131, 000円

支給期間は 1年間を原則とするが､場合により1年延長することがある｡

3.研 ､究 場 所

基礎物理学研究所において研究することを原則とする｡
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掲示板

4,募 集 人 員

3 名 (内 訳 は だ い たい素 粒 子 論 2名 ､物性 論 1名 ､_中 間 の領域 につい

ては適 宜 定 め る )

5.応 募 書 類

①申 込 書 (別 紙 様 式 に よ る )

②発表論文 リス ト

共著論文の場合は､共著者名を明記 す る こ と

(診主な論文の別冊

④研究計画 (なるべく具体的に記すこと)

以上､畳三選 を 1990年 12月8日 (土)までに､〒606京都市左京

区基_白川小倉町 50の 2_27 湯川記冬財団 に必着するよう送付のこと｡他

に奨学金その他の収入のある場合は､必ず書き添えること｡

6.審 査

審査は基礎物理学研究所運営委員に依頼 し､ 1991年 1月下旬に選考 して

本人に通知する｡

追記 応募書類はお返 しいたしません｡

1990年 10月

- 833 -

財団法人 湯川記念財団



掲示板

(別 紙 様 式 )

渇 )H記念 財 甜 奨 学 研 究 f=l巾 込-at

この た び 別 紙 関係 畜類 を塊 え て資財 団 奨 学 研究 員 に応 #･します の

で よ′ろ し くお巌 い します .

年 月 日

大 方

現 住 所 (〒 )

氏 名

財 団 法 人 湯川 記 念 財 団

理 事 長 湯 浅 佑 一 段

-834-
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掲示板

略 磨

年 月

づF､r7可等学校 年 月 高等学校 課程卒業

大学 年 月 大学 . 学部入学年 月 大学 学部 学科卒業 l
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訂 正

『物性研究』旦旦-4 (1990.1)所載

｢エン トロピー的見地からの -カルノー主義者による 統一的自然像への試みJ

信州大 ･理 勝木 漫

正 誤 とこ補 足 くその2)

388貢 5行 目● 誤 :2"/4 正 ;(N+1)1'4

(2"'4になるのは,天井が上からの輔射に対 して完全に透明,下からの

頼射に対 して完全に不透明の場合である｡ )

393貢 6行 目 誤 :そして 正 :他方

395貢 15行 目● 誤 :(ブ ドウ糖)作 り出す 正 :(ブ ドウ糖)を作 り出す

412真 下から14行 目■ 誤 :腎脱でされた 正 :腎臓で淀過された

416貢 16行目● 誤 :地下高騰 正 :地価高騰

418真 下から9行 目■. 誤 :組み込まれるなければ 正 :組み込まれなければ

426貢 20行 目 誤 :わけの分からぬもの 正 : rエン トロピーな｣もの

【補足】

388貢 25-6行 目● 半径 をPの分子の断面積を 47CrZ としてあるが,これは動

き回る分子を点と考え,その代 り,ぶつかられる方の分子の半径を2倍に

したのである｡

398貢 9行 目の光合成の化学式 6CO2+12Hz0-CGH120S+602+6H20 に対応する,水

の代 りに硫化水素を利用する微生物による光合成の化学式は,

6COZ+12HzS一C6H1206+12S+6HzO である｡

413貢 ｢温度からみキ階層性Jの節では,飽和蒸気圧や浸透圧のことにも触れた方が
よかった｡

423貢 7-16行 目 ｢汗水垂 らして働くことの意義｣ 書では,金に換えられない労働

の意義をもっと強調 した方がよかった｡

426貢 5行 目 小説 『海軍』の装丁は川端龍子なので,風神 ･雷神が描かれていたと

いう,私の記憶は正しいであろう｡

この貢に書いた訂正 ･補足のうち 書 をつけたものは,このノー トを読んだ 西義一夫

君 (倍州大学大学院理学研究科物理学専攻 修士課程 1年生)の指摘 ･コメントによって

訂正 ･補足 した｡ (1990.6-.14 勝木 逓)

-8361



訂 正

『物性研究』旦旦-4 (1990.1)所載

｢エン トロピー的見地からの -カルノー主義者による 統一的自然像への試みJ

信州大 ･理 勝木 漫

正 誤 とこ補 足 くその2)

388貢 5行 目● 誤 :2"/4 正 ;(N+1)1'4

(2"'4になるのは,天井が上からの輔射に対 して完全に透明,下からの

頼射に対 して完全に不透明の場合である｡ )

393貢 6行 目 誤 :そして 正 :他方

395貢 15行 目● 誤 :(ブ ドウ糖)作 り出す 正 :(ブ ドウ糖)を作 り出す

412真 下から14行 目■ 誤 :腎脱でされた 正 :腎臓で淀過された

416貢 16行目● 誤 :地下高騰 正 :地価高騰

418真 下から9行 目■. 誤 :組み込まれるなければ 正 :組み込まれなければ

426貢 20行 目 誤 :わけの分からぬもの 正 : rエン トロピーな｣もの

【補足】

388貢 25-6行 目● 半径 をPの分子の断面積を 47CrZ としてあるが,これは動

き回る分子を点と考え,その代 り,ぶつかられる方の分子の半径を2倍に

したのである｡

398貢 9行 目の光合成の化学式 6CO2+12Hz0-CGH120S+602+6H20 に対応する,水

の代 りに硫化水素を利用する微生物による光合成の化学式は,

6COZ+12HzS一C6H1206+12S+6HzO である｡

413貢 ｢温度からみキ階層性Jの節では,飽和蒸気圧や浸透圧のことにも触れた方が
よかった｡

423貢 7-16行 目 ｢汗水垂 らして働くことの意義｣ 書では,金に換えられない労働

の意義をもっと強調 した方がよかった｡

426貢 5行 目 小説 『海軍』の装丁は川端龍子なので,風神 ･雷神が描かれていたと

いう,私の記憶は正しいであろう｡

この貢に書いた訂正 ･補足のうち 書 をつけたものは,このノー トを読んだ 西義一夫

君 (倍州大学大学院理学研究科物理学専攻 修士課程 1年生)の指摘 ･コメントによって

訂正 ･補足 した｡ (1990.6-.14 勝木 逓)

-8361



編 集 後 記

国際会議や研究集会が多いのにびっ~くりする｡殆 ど同 じテーマで時期 も重

なって開催 されることも珍 しいことではない｡こういう会議に出てみて､とみに

最近感 じるのはテーマのバンチングとで もよぷべき現象である｡どこかの研究

グループが苦労 してたどりついたテーマがちょっと面白いとなると他のグルー

プがそれにどっと押 し寄せオイシソウな部分､す ぐにできそうな部分をたちま

ちに食いっ くし､2年 もたたないうちにテーマ本来に内在 した面白さがいっの

まにか忘れきられ､何 となく古 くなって消えて しまうという現象だ｡こういう

のにまきこまれつつ生 き残 る方法 として人々が収れん しそうな方向として

(1)面白そうなテーマをっつきだ し流行 りそうになるや否や退散､他のテ-

マをつつきだす｡

(2)自分の関心のあるテーマにのみ､周囲?関心の有無にかかわらず固執するo

(1)を選択するためには､たえずいろいろしていなければいけなさそうだし､物

理学者 としての才能 と同 じくらいのコピーライターとしての才能が必要そうで

ある｡(2)は超古典的態度 とも言 うべきものだが現在性と接触す ることによっ

てのみ生 されるダイナ ミズムの喪失につながりそうである｡元来 ｢学問｣なる

ものは態度 (2)によってのみ生み出されてきたのだろうが､情報化時代は次第

にこの態度を風化 させ意味を失わせつつあるような気がする｡

さて ｢国際化｣とやらを強いられている日本で国際会議が開催 される機会は

今後ますますふえるだろう｡例によって､｢バスにのりおくれるな｣とばかりに

雨後のタケノコの如 く次々会議が開かれ､世界が会議の過多の無駄に気づき始め

たころに国際会議が林立するという悪夢だけは実現 して欲 しくないものであるo

(K.I.)

物 性 研 究 第 54巻第6号 (平成 2年 9月号) 1990年 9月20日発行

発行人 小 貫 明 〒606 京都市左京区北白川追分町
京都大学湯 川 記念 館 内

印刷所 昭 和 堂 印 刷所 〒606 京都市百万辺交叉点上ル東側

TEL(075)721-4541-3

発行所 物性研究刊行会 〒606 京都市左京区北白川追分町

京 都大学湯 川 記 念 館 内
年額 15,600円
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会員規定

個 人 会 員

1.会 費 :当会･の会･費 は前納 制 を とって い ます｡ した が って､ 3月末 ま

で に 在 るべ く 1年 間分会 費 を御 支払 い下 さい｡

なお新規 入会･お申込 み の場 合 は下 記 の会･費1ユタいこ入会 金 と し

て､100円 お支払 い下 さい｡

1年 間 の会 費

1stvolume (4月号 ～ 9月号)

2nd volume (10月号 - 3月号)

4,200円

4,200円

計 8,400円

(1年分 ま とめ て お支払 い が困 難乙の 向 きは lvolume 分 ず■っ で も

結構 です)

2. 支払 いの際 の注 意 :を るべ く振 替 用紙 を御 利 用 の上 御納 入 下 さい｡

(振 替貯 金 口座 京都 1-53t2) (現 金 書留 は御遠 慮 下 さい)

な お通信欄 に送金 内容 を必 ず■明記 して下 さい O

雑 誌 購 読 者 以外 の 代理 人 が購 読 料 を送金 され る場 合 ､ 必 ず-会 員 本

人 の名 前 を明記 して下 さ い ｡

3. 送 本 中止 の場 合 :次 の volume よ り送 本 中止 を希望 され る場 合 ､

か な らず､｢退 会届 ｣ を送付 して下 さい ｡

4. 会 費 の支払遅 滞 の場 合 :当会･の原則 と して は､正 当 を理 由 な く 2

vols.以上 の会 費 を滞納 された場 合 には､送 本 を停 止 す る こ とに な

って い ますの で御留 意~下 さい｡

5. 一括 送 本 を.受け る場 合 :個 人宛 送 本 中 に大学 等 で一括 配 布 を.受け

る様 に 在 った場 合 は ､ 必 ず､｢個 人宛 送本 中止 ､一括 配 布 希望 ｣ の 通

知 を して下 さい｡逆 の場 合 も同様 です0

6. 送本 先変更 の場 合 :住 所･､勤 務 先 の変 更丁等 によ り送本 先 が変 っ た

場 合 は､必 ずう蓋本 先 変更届 を提 出 して下 さい｡

学j陵､研 究 所等機 関 会 員

1. 会 費 :学校 ･研 究 所 等 で の入 会 及 び個 人 で あ って も公 費まらいの と

きは機 関会 員 とみ な し､代 金 は､ 1冊 1,300円 ､ 1Vol.7,800円一

年 間 15,600円 です｡ この場 合 ､入 会 金 は不用 で す｡ 学校 ､研 究 所 の

会 費 の 支払 い は後 払 いで も結構 で す｡ 入会 申込 み を され る時 ､支孤

い に請 求 ､見積 ､納 品 書が各何 通 必要 か をお知 らせ下 さ い ｡

を お､ 当会 の請 求 書類 で は支 払 い が で きを い様 で した ら､貴 校 ､

貴 研究 機 関 の請 求 書 類 を送付 して下 さい｡

2. 送 本 中止 の場 合 :発 行途 上 に あ る volumeの途 中送 本 中止 は認 め

られ ませ ん｡退 会 され る場 合 には ､ 1ケ月前 ぐらい に中止 時 期 を明

記 して ｢退 会･届 ｣ を送付 して下 さい｡

三推誌 未 着 の 場合 :発 行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連 絡 下 さい o

物 ･性研 究 刊 行･会

〒606京都 市左 京 区北 白川追 分 町 京都 大 学湯 川 記念館 内

℡ (075)753-7051 722-3540
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